
全
レ
ー
ス
実
況
放
送
三
豊
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
４２
ch

月

テレホン
サービス

実　況
案内・結果

0180-998-841・842
0180-998-843・844

☎
☎

　標高約８５０メートルの高所、雲辺寺

から小松尾寺に向かう途中の大野原町

にあります。丁石と一緒に建てられた

みちしるべ正面には「小松尾寺道」右

側面に「施主　香川県三豊郡紀伊村大

字福田原・・」左側面に「大正十四年

二月建立」の文字が刻まれています。

（大正１４年は１９２５年）

夢がある！！

へんろ道の
みちしるべ

開設５５周年記念広島競輪場外
ひろしまピースカップ

木 金 土土 日 月 火

日 月 火 水 土 日 月 火

火 水 木金 土 祝 休

金 土 日

立山S級シリーズイーバンク銀行チャンピオンシップ

KEIRINグランプリ０７

松山Ｓ級シリーズ場外

オレンジ杯争奪戦

第５８周年記念久留米競輪場外

第１４回中野カップレース

第２３回読売新聞社杯

全日本選抜場外（熊本）

第７回ＦII

高松Ｓ級シリーズ場外９Ｒ～１１Ｒ併売

日 月 火 水 木 金 土

いき

いきいき健康ひろば

運動器具を使って

健康づくり・体力づくりを

しましょう！

火～日曜日（祝日休み）
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保
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保
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2118 19 20

26 27 28

30 31

豊浜支所福祉保健課
大野原支所福祉保健課
保 健 セ ン タ ー

社会福祉課地域包括支援センター

※
休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
月
の
健
康
診
査
日
に
体
調
不
良
な
ど
で
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

　

上
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

12月 保 健 カ レ ン ダ ー

健康相談

自由あそび

骨密度測定

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

　茶話会

育児相談

もぐもぐレッスン

プレママ教室③

健康相談（下組）

リハビリ教室

ふれあい広場

健康相談

ぴよぴよクラブ

育児相談（栄養）

0歳児の広場
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編
集
と
発
行
　
観
音
寺
市
役
所
政
策
部
秘
書
課
　
☎
２３
　
３
９
１
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

携
帯
電
話
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.c
ity
.k
a
n
o
n
ji.k
a
g
a
w
a
.jp
/

h
ttp
://
w
w
w
.k
a
n
o
n
ji.jp
/

かもだ内科クリニック

曽川歯科医院

ふじや薬局

ケイ・アイ薬局

健康相談

自由あそび

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

転倒予防教室：

健康相談

栄養教室

1歳6カ月児健康診査

ふれあい広場

リハビリ教室

10カ月児健康診査

操体法教室

健康みどりの会

0歳児の広場

3カ月児健康診査

ぴよぴよクラブ

石川内科外科医院

豊永歯科クリニック

ひまわり調剤薬局大野原

姫浜調剤薬局

健康相談

自由あそび

3カ月児健康診査

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

3歳児健康診査 ふれあい広場

育児相談

リハビリ教室

いきいき体操

ひまわりの会

ぴよぴよクラブ

育児相談

0歳児の広場＆プレママ広場

プレママ教室④

羽崎病院

藤村歯科医院

そうごう薬局観音寺店

ひまわり調剤薬局三豊

宮崎内科医院

快生堂薬局本店

姫浜調剤薬局

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

健康相談

転倒予防教室：

スマイルツインズ

健康相談 ふれあい広場

リハビリ教室

3歳児健康診査

高室医院

ウキタ歯科医院

ナショナル調剤薬局

快生堂豊浜調剤薬局

森内科医院

こぐま薬局

ケイ・アイ薬局

西山整形外科医院

みやざき歯科医院

こまつ薬局古川

ひまわり調剤薬局三豊

要予約

この広報紙は古紙配合１００％再生紙で環境
にやさしい大豆油インクを使用しています。

広報紙の配布についての問い合わせは
0120　494459までご連絡ください。 印刷（株）三豊印刷

開設５７周年記念伊東温泉競輪場外
椿賞争奪戦

愛 常

休日当番医

休日当番歯科医

休日当番調剤薬局

保健センター

大野原いきいきセンター

豊浜ふれあい会館

豊浜福祉会館

柞田公民館

伊吹公民館

下組公民館

愛育会行事

野 野々池公民館

常磐総合コミュニティ
センター 絵本の読み聞かせ

愛 柞

（子どもの応急処置について）

茶話会

10カ月児健康診査

愛 常 茶話会

シニアエアロビクス

シニアエアロビクス

旧観音寺市H19年9月生まれ

9：30～11：30

9：30～11：30

いき

いき

いき

ふれ

豊福

いき いき 豊福

いき

いき

いき

いき

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

いき

いき

豊福

いき

いき

豊福

いき

いき

豊福

愛 常

ヤンググランプリ０７

あ 　 な 　 た 　 と 　 市 　 政 　 を 　 む 　 す 　 ぶ

かんおんじ広報
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お母さん大好き
（関連記事２～７ページ）
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○特集　子育てをサポート

○育てよう一人ひとりの人権意識

○年末年始の窓口案内
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子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

次
世
代
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

子
育
て
に
忙
し
い
お
母
さ
ん
、
子
ど
も
が
む

ず
か
っ
て
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
育
児
の
不
安
や

疲
れ
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
立
派
に
育
て
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
感
か
ら
、
子
育
て

の
楽
し
さ
よ
り
も
負
担
感
を
多
く
感
じ
て
い
ま

せ
ん
か
。

特 集

妊
娠
が
分
か
っ
た
ら

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら

主
な
連
絡
先
・
場
所

　

近
年
、
核
家
族
や
共
働
き
家

庭
が
増
え
、
子
育
て
の
悩
み
や

ス
ト
レ
ス
な
ど
を
一
人
で
抱
え

込
み
、
わ
が
子
と
う
ま
く
接
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
保

護
者
が
起
こ
し
た
育
児
放
棄
や

児
童
虐
待
な
ど
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
１７
年
に
出
生
率

が
１
・
２
５
と
最
低
記
録
を
更

新
し
て
話
題
に
な
る
な
ど
、
少

子
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、

下
図
の
よ
う
に
同
様
の
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
は
子
育
て
を
し
て
い
る

保
護
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
病
理
や
構
造

の
変
化
に
よ
っ
て
起
き
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
一
つ
に
育
児
の
負
担
感
や
育

児
と
仕
事
と
両
立
さ
せ
る
難
し

さ
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
上
で
の
不
安
や
負
担
を

少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
、

子
育
て
の
環
境
を
整
備
し
、
保

護
者
を
支
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
交
付

　

保
健
セ
ン
タ
ー
や
各
支
所
の

窓
口
で
申
請
す
れ
ば
、
す
ぐ
交

付
し
て
く
れ
ま
す
。
妊
娠
中
の

経
過
、
出
産
の
状
況
、
子
ど
も

の
健
康
診
査
の
結
果
や
予
防
接

種
な
ど
の
大
切
な
記
録
を
残
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。　

保

健
康
診
査
の
公
費
負
担

　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
３
回
と

乳
児
一
般
健
康
診
査
一
人
に
つ

き
２
回
ま
で
無
料
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。　

保

プ
レ
マ
マ
教
室
・
パ
パ
マ
マ
教
室

　

妊
娠
や
出
産
に
つ
い
て
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
夫
婦

で
協
力
し
て
育
児
が
で
き
る
よ

う
に
実
習
も
し
ま
す
。
保
健
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

プ
レ
マ
マ
教
室
４
コ
ー
ス
／
年

パ
パ
マ
マ
教
室
４
回
／
年

　
　

保

プ
レ
マ
マ
広
場

　

妊
婦
さ
ん
同
士
が
情
報
交
換

を
し
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ

合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
毎
月
第
３
金
曜
日
の
午
前

１０
時
か
ら
正
午
ま
で
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

保

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が

出
産
し
た
と
き
、
申
請
に
よ
り

３５
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
妊

娠
１２
週
以
降
で
あ
れ
ば
、
死
産
・

流
産
の
場
合
で
も
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
ほ
か
の
健
康
保

険
な
ど
か
ら
出
産
育
児
一
時
金

が
支
給
さ
れ
る
場
合
、
国
保
か

ら
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。　

国

児
童
手
当
制
度

　

平
成
１９
年
４
月
１
日
か
ら
若

い
子
育
て
世
帯
な
ど
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
児
童
手

当
額
が
増
額
さ
れ
、
３
歳
未
満

の
乳
幼
児
に
対
し
、
出
生
順
位

に
か
か
わ
ら
ず
一
律
月
額
１
万

円
が
支
給
し
て
い
ま
す
。
３
歳

以
上
の
児
童
に
対
す
る
手
当
額

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
第
１
子
、

第
２
子
と
も
５
千
円
、
第
３
子

か
ら
１
万
円
で
す
。

　

児

乳
幼
児
医
療

　

出
生
の
日
か
ら
満
６
歳
に
達

す
る
日
の
属
す
る
月
の
末
日

（
１
日
生
ま
れ
は
前
月
末
）
ま

で
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、
保
険

診
療
に
係
る
医
療
費
の
自
己
負

担
分
（
保
険
適
用
部
分
の
み
）

を
助
成
し
て
い
ま
す
。　

医

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
助
成

　

満
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
い

る
世
帯
を
対
象
に
、
幼
児
一
人

に
つ
き
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
１

基
当
た
り
１
万
円
を
上
限
に
、

購
入
金
額
の
二
分
の
一
を
助
成

し
て
い
ま
す
。　

市

新
生
児
・
乳
児
訪
問
指
導

　

希
望
に
よ
り
、
保
健
師
が
新

生
児
・
乳
児
の
家
庭
を
訪
問
し
、

親
子
の
健
康
状
態
な
ど
の
把
握

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い

ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
た
り
、

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

や
仲
介
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

保
乳
幼
児
健
康
診
査

　

乳
児
（
３
・
１０
カ
月
）
、
１
歳

６
カ
月
、
３
歳
６
カ
月
の
児
童

の
健
康
診
査
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
案
内
を
し
、
保
健

セ
ン
タ
ー
や
大
野
原
い
き
い
き

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

保

問

問

問

問

問 問

問

問

問

問
申

本市の人口・世帯数の推移 本市の人口構造の推移

　人口が減少している

のにもかかわらず、世帯

数が増えていることか

ら核家族化が進んでい

ると思われます。

　年少人口と生産年齢

人口が減少する一方で、

高齢者人口が増加して

います。今後もこの傾

向が続き、少子・高齢

化の進行が推測されま

す。
資料：国勢調査

保育ボランティアがスタッ

フとして参加。楽しく子ど

もたちと遊んでいます。0歳児の広場

　

保　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

保　
　

☎
２３
│

３
９
６
４

　

国　
　

国
民
健
康
保
険
係

　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
２
７

　

児　
　

児
童
福
祉
係

　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
６
２

　

医　
　

医
療
係

　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
２
７

　

市　
　

市
民
生
活
係

　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
２
４

　

保
育　

保
育
所
係

　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
６
２

　

生　
　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
４
３

問 問申問問問問問
豊浜ふれあい会館 大野原いきいき

センター
保健センター

中
央
図
書
館

保健センター

市民会館

大野原

支所
豊浜支所

国道11号

い
き
い
き

セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

特 集 子育てをサポート
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子
ど
も
の
発
育
や
発
達
な
ど

で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
人
は

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
相
談

す
る
こ
と
や
助
け
を
求
め
る
こ

と
は
、
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

育
児
相
談

　

育
児
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
第
１

金
曜
日
は
大
野
原
い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
、
第
３
木
曜
日
は
豊
浜

ふ
れ
あ
い
会
館
、
第
４
金
曜
日

は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
午
前
９
時

３０
分
か
ら
午
前
１１
時
３０
分
ま
で

で
す
。　

保

電
話
相
談
（
保
健
師
・
栄
養
士
）

　

育
児
や
お
母
さ
ん
自
身
の
こ

と
な
ど
で
気
に
な
る
こ
と
を
気

軽
に
相
談
で
き
ま
す
。
ま
た
、

離
乳
食
や
幼
児
食
、
妊
娠
中
の

栄
養
な
ど
に
つ
い
て
も
相
談
で

き
ま
す
。　

保

こ
と
ば
の
相
談
（
個
別
相
談
）

　

な
か
な
か
し
ゃ
べ
ら
な
い
、

言
葉
の
数
が
増
え
な
い
、
発
音

が
気
に
な
る
な
ど
心
配
な
こ
と

が
あ
る
人
は
、
言
語
聴
覚
士
に

相
談
で
き
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ

ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。　
　

保

幼
児
相
談
（
個
別
相
談
）

　

発
達
全
般
の
相
談
、
子
ど
も

と
の
か
か
わ
り
方
、
子
ど
も
同

士
の
遊
び
方
な
ど
に
つ
い
て
児

童
心
理
司
に
相
談
で
き
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
や
大
野
原
い
き

い
き
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
事
前
の
予
約
が
必
要
で

す
。　
　

保

ひ
ま
わ
り
サ
ー
ク
ル
・
た
ん
ぽ

ぽ
サ
ー
ク
ル
（
集
団
遊
び
）

　

子
ど
も
の
発
育
や
発
達
が
気

に
な
る
お
母
さ
ん
が
、
臨
床
心

理
士
や
保
育
士
、
保
健
師
な
ど

の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
親
子
の

触
れ
合
い
遊
び
や
親
同
士
の
交

流
を
し
て
い
ま
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　

保

ス
マ
イ
ル
ツ
イ
ン
ズ
の
会

　

多
胎
児
と
そ
の
家
族
、
多
胎

児
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
と
そ
の

家
族
が
、
専
門
家
を
交
え
て
情

報
交
換
や
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
事
前
の
予
約
が
必
要
で

す
。　
　

保

　
　
　

認
可
保
育
所

　

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
児
童

福
祉
施
設
。
施
設
の
広
さ
、
保

育
士
の
数
、
給
食
設
備
な
ど
の

一
定
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
認
可

さ
れ
た
保
育
所
で
す
。
保
護
者

が
仕
事
や
病
気
な
ど
で
子
ど
も

の
養
育
が
で
き
な
い
と
き
、
子

ど
も
を
預
か
っ
て
保
育
し
て
い

ま
す
。
保
育
所
に
は
地
方
自
治

体
が
運
営
す
る
保
育
所
と
、
社

会
福
祉
法
人
な
ど
が
運
営
す
る

保
育
所
が
あ
り
ま
す
。

　

保
育
料
は
、
前
年
の
保
護
者

の
収
入
や
預
け
る
子
ど
も
の
年

齢
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

　

保
育

乳
児
保
育

　

乳
児
（
０
歳
児
）
に
対
し
て
、

乳
児
３
人
に
つ
き
１
人
の
乳
児

担
当
保
育
士
を
配
置
す
る
な
ど

特
別
な
受
入
体
制
を
整
備
し
て

い
ま
す
。　

保
育

延
長
保
育

　

通
常
の
保
育
時
間
を
超
え
て

保
育
し
て
い
ま
す
。
時
間
内
に

迎
え
が
で
き
な
い
場
合
、
利
用

で
き
ま
す
。　

保
育

休
日
保
育

　

保
護
者
の
事
情
で
、
休
日
に

保
育
で
き
な
い
場
合
に
保
育
し

て
い
ま
す
。

料
金
３
歳
未
満
３
、
０
０
０
円
／
日

　
　

３
歳
以
上
２
、
０
０
０
円
／
日

　

保
育

一
時
保
育

　

普
段
、
保
育
所
に
入
所
し
て

い
な
く
て
も
、
保
護
者
が
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
不
規
則
な
就

労
形
態
の
場
合
や
保
護
者
が
病

気
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、
一
時

的
に
保
育
が
必
要

な
児
童
を
保
育
し

て
い
ま
す
。

　

保
育

　
　
　
　

子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　

乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
保
護

者
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
急
用

で
困
っ
た
り
し
た
時
な
ど
、
子

育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
家
庭

ま
で
出
向
い
て
育
児
や
家
事
の

援
助
を
し
て
い
ま
す
。

料
金
５
０
０
円
／
時
間

　

保
育

45

も
ぐ
も
ぐ
レ
ッ
ス
ン

（
離
乳
食
講
習
会
）

　

離
乳
食
の
試
食
が
で
き
、
栄

養
士
に
よ
る
講
話
や
相
談
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
赤
ち
ゃ

ん
の
計
測
も
し
て
い
ま
す
。
６

カ
月
に
な
る
月
に
案
内
し
て
い

ま
す
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
奇
数

月
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
偶
数
月

は
大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
ま
す
。　

保

もぐもぐレッスン

乳幼児が初めて口に

する離乳食。この時

期の食事の大切さを

学んでいました。

問

もぐもぐレッスンに参加して

　初めての子どもなので離乳食の経験がな

く、とても不安でした。試食をして実際の

固さややわらかさが、実感として分かり参

加して良かったです。

　講習の間、育児ボランティアの人たちが

子どもを見てくれて、ゆっくりと話を聞く

ことができました。とても助かりました。

門田真三子さん 久米美紀さん

（天神町二丁目）

利用しています

　０歳児の広場に参加したり、チャイルド

シート購入費の助成などを利用したりしま

した。特に医療費の助成は助かりました。

今、２番目の子どもを保育所に預けていま

すが、保育所では、家でできないことをし

てくれるので喜んで行っています。親子と

もども離れることでリフレッシュでき、ま

た保育士さんが顔見知りなので安心して仕

事に行くことができます。

川上育代さん

（豊浜町和田）

（坂本町七丁目）

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら

問
問

問
申

問
申

問
申

問
申

子
ど
も
を
預
け
た
い
な
ら

急
用
で
困
っ
た
ら

問

問

問

問

問

問

子育て支援事業一覧（○は実施）

東保育所

西保育所

粟井保育所

伊吹保育所

大野原保育所

豊浜保育所

観音寺ふたば保育園

柞田保育所

高室保育園

愛和保育園

観音寺中部保育園

大野原いきいきセンター

豊浜ふれあい会館

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ぴよぴよクラブ

○ふれあい広場

○

○

○

○

○

○

乳児
保育

延長
保育

一時
保育

休日
保育

子育て
サークル
事業

子育て
ホーム
ヘルプ
サービス

地域
子育て
支援
センター

（*1） （*2）

保健センター
○自由あそび
○０歳児の広場
○プレママ広場
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友
だ
ち
を
つ
く
る
な
ら

負
担
や
不
安
を
軽
減

地
域
ぐ
る
み
で
支
援

一
人
で
頑
張
ら
な
い
で

子
ど
も
を
見
る
人
が

い
な
い
な
ら

子育てサークルに参加して保健師も応援しています

みんなで子育てを

　ほかの子どもの成長過程を見ることができるの

で、自分の子どもが今できなくても、もう少しで

できるようになると分かり安心できます。子ども

自身も、ほかの子どもを見て成長しているように

思います。

　幼稚園に入る前から、親にも子どもにも友だち

ができるのがうれしいですね。何か不安なことが

あっても、ほかのお母さんから話が聞けるのでと

ても安心です。

　保健師は、妊娠時から子どもや母親、父親など

のサポートをするための家庭訪問やさまざまな事

業などをしています。

　子育てに悩みはつきもの。たくさんの育児情報

がある中で、自分に合った情報を柔軟に受け止め

ていくことが大切です。地域にはさまざまな子育

てを応援している方がたくさんいますが、わたし

たち保健師もその一人です。子どもの発育や発達、

母親の健康など、どんなことでも一人で悩まずに

気軽に相談してください。

　本市でも、核家族化が進み、子育てについて不

安や悩みを持つ人が増えています。不安や悩みが

あれば、遠慮せずに地域子育て支援センターなど

に相談してください。また、各家庭の状況に合わ

せて各種事業を上手に利用し、子育てと家庭をう

まく両立させてください。

　子育ては、母親だけがするものではなく、父親

をはじめ家族全員の協力がなくてはできません。

時には、近所の方の助けをいただきながら、みん

なで子育て、みんなで子育ちを見守りましょう。

池純子さん 安部美穂さん
（大野原町井関） （大野原町大野原）

健康増進課
和泉保健師

放課後児童クラブで子育てを応援

　子どもたちは、ここでは自由で伸び伸びとして

います。違う学年やほかの学校の子どもたちと仲

良くなれて、そのつながりができることが利点で

すね。

　のびのびとした子どもたちを見ているととても

楽しく、わたし自身、子どもたちから元気をもら

っています。家でいるとついついダラダラしがち

ですが、ここに来る日は、能率よく家事が片付け

られます。今では、生活の一部、生きがいになっ

ています。これからも働くお母さんの応援をして

いきます。

大野原こども
　　センター教室

平岡育子先生

子育て支援課
大西主任

問

問

問

子育てサークル事業

（ぴよぴよクラブ）
互いに助け合いながら

子育てをしましょう。

放課後児童クラブ　子どもたちは、宿題をした後、友だちと

　　　　　　　　　好きな遊びをしています。

みんな仲良く、伸び伸びと　

遊んでいます。

　

情
報
が
有
り
余
る
ほ
ど
あ
ふ

れ
て
い
る
現
代
、
そ
の
中
か
ら

自
分
の
子
ど
も
に
合
っ
た
情
報

を
探
す
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

子
ど
も
と
遊
び
な
が
ら
、
お
母

さ
ん
同
士
で
情
報
を
交
換
し
た

り
、
悩
み
を
相
談
し
た
り
し
ま

せ
ん
か
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
事
業

　
　
　
　
　

（
５
ペ
ー
ジ
表
＊
１
）

　

家
庭
で
乳
幼
児
を
育
て
て
い

る
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
に
、

保
育
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
開
放
し
て
子
ど
も
と
一
緒
に

遊
ん
だ
り
、
悩
み
を
話
し
合
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
、

開
放
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
利

用
料
は
無
料
で
す
。　

保

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

（
５
ペ
ー
ジ
表
＊
２
）

　

保
育
所
な
ど
を
活
用
し
て
、

入
所
児
童
に
限
ら
ず
、
そ
の
地

域
で
乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
保

護
者
な
ど
の
育
児
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
や
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
園
庭
を
開
放
し
た

り
、
定
期
的
に
育
児
サ
ー
ク
ル

を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

保
育

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

　

昼
間
、
就
労
な
ど
で
保
護
者

の
い
な
い
小
学
校
低
学
年
（
１

年
〜
３
年
）
を
対
象
に
、
授
業

の
終
了
後
か
ら
午
後
６
時
ま
で

児
童
館
や
余
裕
教
室
な
ど
を
利

用
し
て
児
童
の
健
全
育
成
を
図

っ
て
い
ま
す
。

・
観
音
寺
南
な
か
よ
し
教
室

・
常
磐
な
か
よ
し
教
室

・
大
野
原
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
教
室

・
豊
浜
に
じ
教
室

　

生

　

以
前
は
、
祖
父
母
が
育
児
を

支
え
た
り
、
隣
近
所
の
人
た
ち

が
助
け
合
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
が
、
核
家
族
化
が
進
み
、
育

児
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
や
悩

み
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
身
近

に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

学
齢
期
に
な
っ
て
も
、
以
前

の
よ
う
に
安
心
し
て
子
ど
も
の

遊
べ
る
場
が
少
な
く
な
り
、
ま

た
他
人
の
子
ど
も
を
注
意
す
る

よ
う
な
人
間
関
係
も
希
薄
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
保
護
者
の
負

担
や
不
安
感
は
一
層
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
に
妊

娠
早
期
か
ら
情
報
提
供
を
す
る

と
と
も
に
相
談
や
学
習
の
場
を

提
供
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
な

子
育
て
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
お
母
さ
ん
の
さ

さ
い
な
感
情
を
敏
感
に
感
じ
取

り
、
心
の
成
長
に
少
な
か
ら
ず

影
響
を
与
え
ま
す
。
常
に
、
ゆ

っ
た
り
と
優
し
い
気
持
ち
で
子

ど
も
に
接
し
た
い
も
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
心
に
余
裕
が
な
く
な

っ
た
な
あ
と
感
じ
た
と
き
、
困

っ
た
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
、
こ
れ
ら
の
子

育
て
支
援
事
業
を
利
用
し
た
り

気
軽
に
相
談
を
し
た
り
し
て
く

だ
さ
い
。

　

少
し
の
時
間
、
育
児
を
夫
や

家
族
、
友
だ
ち
な
ど
に
替
わ
っ

て
も
ら
う
の
も
自
分
を
取
り
戻

す
一
つ
の
方
法
で
す
。
子
ど
も

と
離
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
で
、
ま
た
優
し
い
気
持
ち

に
な
れ
ま
す
。

　

少
子
化
の
進
行
は
、
人
口
の

減
少
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高

齢
化
の
進
行
、
労
働
力
人
口
の

減
少
、
社
会
保
障
の
負
担
増
、

地
域
社
会
の
活
力
の
低
下
な
ど

社
会
や
経
済
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
少
子
化
の

問
題
は
、
社
会
全
体
の
問
題
で

あ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て

支
援
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
い
え
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
母

親
が
安
心
し
て
産
み
、
育
て
ら

れ
る
よ
う
に
、
ま
た
子
ど
も
を

愛
し
、
慈
し
み
、
子
育
て
の
楽

し
さ
が
実
感
で
き
る
よ
う
、
支

援
に
努
め
ま
す
。

　

市
の
将
来
を
託
す
大
切
な
子

ど
も
た
ち
、
そ
の
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
市
民
み
ん
な
で
見
守

り
ま
し
ょ
う
。
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～この機会にみんなで人権について考えてください～

人権推進課
　　　☎２３－３９２８
人権教育課
　　　☎２３－３９４０

人権週間

人権デー

人
権
デ
ー
と
人
権
週
間

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

人
権
啓
発
作
品
展

人
権
講
演
会
（
入
場
無
料
）

一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
尊
重

す
る
広
い
心
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
！

日本国憲法世界人権宣言

第十一条

　国民は、すべての基本的人

権の享有を妨げられない。こ

の憲法が国民に保障する基本

的人権は、侵すことのできな

い永久の権利として、現在及

び将来の国民に与へられる。

第十四条

　すべて国民は、法の下に平

等であつて、人種、信条、性

別、社会的身分又は門地によ

り、政治的、経済的又は社会

的関係において、差別されな

い。

第一条

　すべての人間は、生まれながらにし

て自由であり、かつ、尊厳と権利とに

ついて平等である。人間は理性と良心

とを授けられており、お互いに同胞の

精神をもって行動しなければならない。

第二条

　すべて人は、人種、皮膚の色、性、言

語、宗教、政治上その他の意見、国民的

若しくは社会的出身、財産、門地その

他の地位又はこれに類するいかなる事

由による差別をも受けることなく、こ

の宣言に掲げるすべての権利と自由と

を享有することができる。

時所内時所講内

人
権
擁
護
委
員
〈
敬
称
略
・
順
不
同
〉

人
権
啓
発
映
画
上
映

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

題時題時所内 時

育てよう

一人ひとりの人権意識

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
は
多
く

の
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
出
来
事
を

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、

１
９
４
８
年
（
昭
和
２３
年
）
１２

月
１０
日
、
国
際
連
合
第
３
回
総

会
は
満
場
一
致
で
「
世
界
人
権

宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
１
９
５

０
年
（
昭
和
２５
年
）
第
５
回
総

会
で
、
１２
月
１０
日
を
「
人
権
デ

ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
が
、
世
界

人
権
宣
言
の
採
択
さ
れ
た
翌
年

の
１
９
４
９
年
（
昭
和
２４
年
）
、

毎
年
１２
月
４
日
か
ら
１０
日
ま
で

を
「
人
権
週
間
」
と
し
、
国
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
、
人

権
尊
重
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
と
い
う
の
は
、
人
間
ら

し
い
幸
せ
な
生
活
を
営
む
の
に

必
要
な
権
利
で
す
。
お
互
い
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
差
別
の
な

い
明
る
い
世
の
中
に
し
た
い
も

の
で
す
。

　

次
の
項
目
は
、
本
年
度
の
啓

発
強
調
事
項
で
す
。

○
育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人

　

権
意
識

○
女
性
の
人
権
を
守
る

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
る

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

　

育
て
る

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

　

と
平
等
を
実
現
す
る

○
部
落
差
別
を
無
く
す

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理

　

解
を
深
め
る

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
す
る

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

　

病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を

　

無
く
す

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

　

対
す
る
偏
見
を
無
く
す

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

　

人
権
に
配
慮
す
る

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

　

た
人
権
侵
害
は
止
め
る

○
性
的
指
向
を
理
由
に
し
た
差

　

別
を
無
く
す

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

　

を
無
く
す

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す

　

る
差
別
を
無
く
す

　

ど
の
課
題
も
大
変
重
要
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
に
、
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
ば
か

り
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

　

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
借

地
・
借
家
、
外
国
人
の
問
題
や

隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
な
ど
、

心
配
ご
と
が
あ
り
困
っ
て
い
る

人
は
、
人
権
相
談
所
や
地
元
の

人
権
擁
護
委
員
に
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

１２
月
4
日
（
火
）
〜
１０
日
（
月
）

　

共
同
福
祉
施
設
展
示
ホ
ー
ル

　

市
内
小
・
中
学
校
児
童
・
生

　

徒
、
香
川
西
部
養
護
学
校
中

　

学
部
生
徒
の
作
品

　

１２
月
８
日
（
土
）
／
午
後
１
時

　

２０
分
〜

　

豊
浜
町
中
央
公
民
館

　

内
海
淳
子
さ
ん
（
ア
ル
パ
奏
者
）

　

み
ん
な
ま
る
コ
ン
サ
ー
ト

合
田
英
一
（
粟
井
町
）

　
　
　
　
　

☎
２７
―

８
３
３
９

五
味　

勲
（
高
屋
町
）

　
　
　
　
　

☎
２５
―

１
６
７
９

岡
田
み
ど
り
（
村
黒
町
）

　
　
　
　
　

☎
２４
―

１
９
１
４

久
保
田
富
子
（
柞
田
町
）

　
　
　
　
　

☎
２５
―

２
２
９
１

三
宅
哲
子
（
観
音
寺
町
）

　
　
　
　
　

☎
２５
―

３
０
４
１

横
田
安
男
（
観
音
寺
町
）

　
　
　
　
　

☎
２５
―

２
４
０
５

吉
田
千
惠
子
（
八
幡
町
三
丁
目
）

　
　
　
　
　

☎
２５
―

５
６
８
１

中
野　

司
（
吉
岡
町
）

　
　
　
　
　

☎
２５
―

６
０
７
５

藤
岡　

修
（
大
野
原
町
内
野
々
）

　
　
　
　
　

☎
５４
―

４
４
１
７

竹
内
保
壽
（
大
野
原
町
大
野
原
）

　
　
　
　
　

☎
５４
―

２
９
７
６

守
谷
信
雄
（
大
野
原
町
大
野
原
）

　
　
　
　
　

☎
５４
―

３
５
３
３

藤
川
通
代
（
大
野
原
町
丸
井
）

　
　
　
　
　

☎
２７
―

７
１
６
７

川
上
裕
子
（
豊
浜
町
和
田
）

　
　
　
　
　

☎
５２
―

５
７
３
６

　

畑
須
美
子
（
豊
浜
町
姫
浜
）

　
　
　
　
　

☎
５２
―

6
6
8
6

石
川
昌
幸
（
豊
浜
町
箕
浦
）

　
　
　
　
　

☎
５２
―

３
２
３
４

阪
上
耕
造
（
豊
浜
町
和
田
浜
）

　
　
　
　
　

☎
５２
―

３
２
６
６

上
映
期
間

　

１２
月
１
日
（
土
）
〜
３１
日
（
月
）

上
映
場
所

　

三
豊
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　

風
か
よ
う
道

　

午
前
７
時
１５
分
〜
７
時
５０
分

　

こ
の
街
で
暮
ら
し
た
い

　

午
後
３
時
〜
３
時
３２
分

　

１２
月
８
日
（
土
）
／
午
前
１０
時

　

〜
午
後
４
時

　

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

　

人
権
啓
発
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

　

ト
、
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
パ

　

ネ
ル
展
、
児
童
生
徒
の
意
見

　

発
表
、
人
権
の
し
お
り
作
成

　

な
ど

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
「
拉
致
」

な
ど
の
人
権
侵
害
問
題
に
対
し

て
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

１２
月
１０
日
（
月
）
〜
１６
日
（
日
）

　

１２
月
４
日
（
火
）
／
午
前
１０
時

　

〜
午
後
３
時

　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
身
障
者

　

会
議
室
／
大
野
原
い
き
い
き

　

セ
ン
タ
ー

　

１２
月
１１
日
（
火
）
／
午
前
１０
時

　

〜
午
後
３
時

　

豊
浜
福
祉
会
館

　

差
別
問
題
、
家
庭
内
の
問
題

（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

　

扶
養
、
相
続
な
ど
）
、
隣
近
所

　

の
も
め
ご
と
、
外
国
人
差
別

　

の
問
題
な
ど
で
困
っ
て
い
る

　

人
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

　

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
相
談

　

内
容
な
ど
の
秘
密
は
固
く
守

　

ら
れ
ま
す
。

特
設
人
権
相
談

時 時時 所所内

　市の行政バスに人権の最優秀作品

をラッピングしました。これは、人

への思いやりや命の大切さを考えて

もらうことを目的に作品を募集。９

月の選考会で最優秀に選ばれた前川

紗希さん（中部中学校３年生）の作

品をバスにラッピングし、人権啓発

に役立てようというもの。前川さん

は「植物も昆虫も同じ命から生まれ

ていることをイメージして描きまし

た」と製作意図を述べていました。

このバスを見かけたら人権について、

いま一度考えてみてください。

行政バスに人権作品をラッピング
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人事行政の運営などの状況を公表します

職員の任免および職員数に関すること

1　職員の任免

2　職員数
（１）部門別職員数の状況

（１）職員の任免状況 （2）採用試験の実施状況（平成１８年度）
（1）期末手当・勤勉手当

2　職員給与費の状況（普通会計予算）

（2）年齢別職員構成の状況（一般行政職）

1　人件費の状況（普通会計決算）

（注）競争試験とは特定の職に就くため不特定多数の
　　　者の競争で選抜を行う方法をいいます。

平成１８年４月１日から平成２２年４月１日
までの定員管理の数値目標

（注）一般行政職は、税務職、海事職、薬剤師・医療技術職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職および教育職以外の職員です。

（注）1　職員数は一般職に属する職員数で、常勤の教育長を含み、臨時または非常勤職員は除きます。
　　　2　平成１７年度は、旧観音寺市、旧大野原町、旧豊浜町および旧香川県五郷山部分林組合の職員の合計です。
　　　3　〔　〕内は、条例定数の合計です。

（注）人件費は、議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、共済費などを含みます。

（注）1　職員手当には、退職手当を含みません。
　　　2　職員数は、平成１８年４月１日現在の人数です。

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成１７年度に退職した職員に支給された平均額です。

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

　地方公務員法第５８条の２および観音寺市人事行政の

運営等の状況の公表に関する条例第６条の規定に基づき、

市の人事行政の運営などの状況をお知らせします。

3　職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与
　　月額の状況

（注）1「平均給料月額」は、平成18年4月1日現在における各職
　　　　 種ごとの職員基本給の平均です。
　　　2「平均給与月額」は、給料月額と毎月支払われる扶養手当、
　　　　 住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を
　　　　 合計したものです。

4　職員手当の状況

5　特別職の報酬などの状況

（2）退職手当

I

職員の給与に関することII

勤務時間

1　分限処分の状況  （平成１８年度）
該当がありませんでした。

2　懲戒処分の状況  （平成１８年度）
該当がありませんでした。

1　公務災害補償

　　公務災害などの認定状況

2　措置要求・不服申し立て�              

　　平成１８年度は、該当がありませんでした。（注）休息時間は正規の勤務時間に含まれ、休憩時間は含まれません。

職員の勤務時間に関することIII

職員の研修に関することV

職員の利益保護に関することVI

職員の分限および懲戒処分に関することIV

退　　　　職

勧　　奨 自己都合定　　年
任　　用

種　類

競争試験

１次試験　筆記試験�   

　　　　　 能力試験�   

　　　　　 性格検査�   

　　　　　作文検査�   

３次試験　 口述試験�   

大学卒程度

一般事務

建築

土木

社会福祉士

区　分 内　容 職種など
区　　　分

一 般 事 務 職

保 健 師

看 護 師

保 育 士

幼 稚 園 教 諭

技 能 労 務 職

合 計

議 会 �    

総 務 企 画 �    

税 務 �    

民 生 �    

衛 生 �    

労 働

農 林 水 産

商 工

土 木

教 育 部 門

消 防 部 門

小 計

水 道

交 通

下 水 道

そ の 他

小 計

　 計 　

（単位：人、平成１８年度中）

（単位：人、各年４月１日現在）

（平成18年度）

（平成１８年４月１日現在）�

（平成１８年４月１日現在）�

（平成１８年４月１日現在）

（平成18年4月1日現在）�

（平成１８年４月１日現在）�

（平成１８年度）�

（平成１８年度）

（平成１８年度）

合　 　　　　計

区分

職員数（Ａ）
給　料

給　　　与　　　費

観　音　寺　市 香　川　県

1人当たり平均支給額 1人当たり平均支給額

1人当たり平均支給額

月分

月分

月分

月分

（支給率）

区　　分 給料月額など

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

観　音　寺　市 国

支給割合

加算措置の状況

職制上の段階、職務の級等による加算措置

加算措置の状況

職制上の段階、職務の級等による加算措置

加算措置の状況

職制上の段階、職務の級等による加算措置

国

－

職員手当 計（B）

一人当たり
給与費
（B/A）期末・勤勉手当

歳 出 額（Ａ） 人 件 費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）
（参考）

平成１７年度の人件費率（平成18年度末）

住民基本台帳人口

職員数

実質収支

一

般

行

政

部

門

普

通

会

計

部

門

対前年増減数
職　　員　　数

平成18年 平成17年

計〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

円

円

円

円

円

円

－ －

月分

月分

月分

月分

月分

月分

月分

月分

月分

月分

月分

月分

歳

歳

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政

技能労務職

歳教育職

市　        長�      

助　　　　　役�      

収　　入　　役�      

議　　　　　長�      

副　　議　　長�      

議　　　　　員�      

市　　　　　長�      

助　　　　　役�      

収　　入　　役�      

議　　　　　長�      

副　　議　　長�      
議　　　　　員�      

市　　　　　長�      

助　　　　　役�      

収　　入　　役�      

給　料

報　酬

開始時刻

終了時刻

休憩時間

週 休 日

１週間の正規の勤務時間

区　　分

階層別研修

能力開発研修

専門研修

派遣研修

公務災害 通勤災害 合　　計

課長級・課長補佐級・係長級など

政策形成基礎講座など

トヨタ式行革の進め方など

三位一体改革と税財政など

香川県自治会館

香川県自治研修所

香川県自治会館

昇任・昇格者など

担当職員など

担当職員など

担当職員

研修場所など 対象者 人数（人）

期末

手当

在職年方式

任期ごとに支給

退職

手当

土・日曜日

（平成１８年度）

部　　門
区　　分

10

102

32

0

37

11

36

228

116

72

188

416

138

0

140

30

0

12

46

88

642

6

92

29

0

33

9

41

210

114

73

187

397

135

0

135

29

6

12

38

85

617

-4

-10

-3

0

-4

-2

5

-18

-2

1

-1

-19

-3

0

-5

-1

6

0

-8

-3

-25

議 会 �    

総 務 企 画 �    

税 務 �    

労 働 �    

農 林 水 産 �    

商 工 �    

土 木 �    

小 　 　 計 �    

民 生 �    

衛 生 �    

小 　 　 計 �    

�       

教 育 �    

消 防 �    

小 　 　 計 �    

水 道 �    

交 通 �    

下 水 道 �    

そ の 他 �    

小 　 　 計 �    

一　　　般　　　行　　　政　　　計

総　　　　　　 　合　 　　　　　　計

福
祉
関
係
を
除
く

一
般
行
政

公
営
企
業
等

福
祉

関
係

特
別

行
政

対前年増減数
職　　員　　数

平成１７年 平成１８年部　　門
区　　分

休息時間

（3）定員管理の数値目標および進捗状況

平成１８年４月１日

職員数

平成２２年４月１日

職員数

純減数

純減率

人

人

人

％

市町村アカデミー
国際文化アカデミー

支給割合 支給割合 ２次試験

しんちょく

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額



全国で交流

　保健センターなどで「健康まつり」があり、健康

に関心のある人たちが多く集まりました。骨密度・

体内脂肪の測定や歯・薬などの相談に長蛇の列。自

身の健康状態をチェックしたり、専門家に不安なこ

とを相談したりしていました。また、家族連れらは、

健康づくりのパネルやモデル朝ごはんの展示などを

見ながらわが家の食事と比較したり、朝ごはんの試

食やおやつを作るコーナーなどで味付けなどの感想

を話し合ったりしていました。
　「第20回全国健康福祉祭いばらき大会ねんりん

ピック茨城２００７（ゲートボール大会）」の参加

選手が、白川市長に出場の報告をしました。市長

は「ゲートボールをする人が増えるように頑張っ

てきてください」と激励。それに応えて参加者を

代表して中塚和夫さんが「日ごろの練習の成果を

発揮してきたいと思います」と決意を述べました。

岡山・香川県を
代表して出場

　小学生クラス対抗３０人３１脚全国大会２００７岡

山・香川大会で優勝した柞田小学校６年１組の児

童代表らが、白川市長に全国大会への出場を報告

しました。横浜アリーナで開催される全国大会に

出場するのは、岡山・香川県で１校。市長が「チ

ームワークで優勝を目指してください」と激励す

ると、児童を代表して三谷拓哉さんが「先輩が残

した最高成績３位を目標に頑張ります」と決意を

述べました。

ふくしまつりなどを
楽しみました

　社会福祉センター前駐車場などで「ふくしまつ

りｉｎ人権フェア２００７」がありました。会場の

特設ステージで歌や踊り、人形劇などが行われ、

目を輝かして見入る子どもたちの姿や熱演に大き

な拍手を送る市民の姿などが見られました。また、

養護学校生徒らの作品やボランティア団体などの

物品を市価より安く買い求めたり、出来立てのう

どんやもちなどを食べたりして楽しんでいました。
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乗降の様子

も
っ
と
も
っ
と
歌
っ
て
！

▲

▲

3
1 4～

▲森下唯員、安藤忠行、森下テルミ、合田志滿子（粟井
　町）、藤原虎一、森美津子（新田町）、橋本頼勝（池之尻
　町）、中塚和夫（木之郷町）〈敬称略・順不同〉

　健康を見つめ直していました

▲大勢の市民が訪れました

守備と走塁が基本
　プロ野球ＯＢと香川オリーブガイナーズの選手

を招き、野球教室が萩の丘公園多目的広場で行わ

れました。小・中学生約１５０人が参加、香川オリ

ーブガイナーズの西田監督（元広島カープ）と６

人の選手、がキャッチボールやバッティング、守

備などを一人ひとり丁寧に指導してくれたり、見

本を見せてくれたりしました。守備やバッティン

グの基本や練習方法についての話には、児童・生

徒だけでなく親や地元チームの指導者も熱心に聞

き入っていました。

　聞き漏らすまいと集中していました

▲報告会参加者：三谷拓哉・礒野佐友利・高橋一将・
　藤田雄也・岑永日菜子〈敬称略・順不同〉

花と緑あふれる
まちづくり

　香川県造園協会三豊支部の協力を得て、山田ふ

れあい緑地で「グリーンフェスティバルｉｎ観音寺

２００７」が開かれました。これはまちを花と緑で

いっぱいにしようというもので、花の無料配布、

緑化相談・募金、花などが当たる抽選会などを実施。

観音寺第一高等学校吹奏楽部の演奏が流れる中、

訪れた市民はユーカリやツバキなどの苗をもらい、

大事そうに持ち帰っていました。

秋空に映える
銭形砂絵

　秋晴れの中、有明浜の銭形修復が観音寺中学校

の生徒やボランティアの皆さん約１,０００人が参加

して行われました。生徒たちは最初、砂をうまく

持ち上げられず、頭から砂をかぶったり友だちに

かけてしまったり。しかし、作業が進むにつれて

うまくなり、手際よくスコップで砂を持ち上げて

いました。２時間余りの作業できれいに銭形が修

復されました。参加してくれた皆さんありがとう

ございました。

　豊浜小学校「千鳥子ども会」の子どもたちが、

東浜港の堤防周辺の清掃奉仕作業を行いました。

堤防周辺は生ごみ空き缶の投げ捨てが多いので、

子ども会で何とかごみを少なくしようと１０年ほ

ど前から自分たちで描いたポスターを張り「海

をきれいに！」「ごみを捨てないで！」と呼びか

けています。子どもたちは、空き缶拾いやゴミ

の片付けをした後に、きれいな海になりますよ

うにと願いを込めたポスターを張りました。

　　　　　　　　　まちかど特派員　合田博子

▲
▲

▲抽選で当たったお花をもらっていました ▲見ている以上に重労働

わたしたちの海を
わたしたちの手で

健康まつり

▲ごみを捨てないで
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ペ
タ
ン
ク
は
、
主
に
３
人
対

３
人
、
１３
点
先
取
に
よ
っ
て
勝

敗
を
競
う
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の

競
技
で
す
。
そ
ん
な
ペ
タ
ン
ク

を
こ
よ
な
く
愛
し
て
や
ま
な
い

の
は
、
豊
田
・
常
磐
ペ
タ
ン
ク

同
好
会
。
火
・
木
・
土
曜
日
の

午
前
７
時
か
ら
の
練
習
に
は
、

雨
や
雪
が
降
ろ
う
が
、
太
陽
が

じ
り
じ
り
と
照
り
つ
け
よ
う
が

７９
人
の
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
集

ま
る
そ
う
で
す
。
中
に
は
夕
方

に
も
自
主
的
に
練
習
を
す
る
会

員
も
い
て
、
年
間
１５
回
以
上
の

大
会
を
こ
な
し
、
今
年
度
は
、

日
本
選
手
権
・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
た
ち
の
技
術
を

伸
ば
す
だ
け
で
は
な
く
、
小
学

校
で
ペ
タ
ン
ク
教
室
を
開
き
、

ペ
タ
ン
ク
の
普
及
に
も
努
め
て

い
ま
す
。
ペ
タ
ン
ク
の
良
さ
を

聞
く
と
「
早
起
き
し
て
日
光
に

当
た
る
の
で
体
の
調
子
が
良
い
」

「
血
糖
値
や
尿
酸
値
、
血
圧
な

ん
か
も
安
定
し
て
き
て
い
る
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
会
員

は
２０
歳
代
か
ら
８０
歳
代
ま
で
幅

広
く
、
世
代
を
越
え
て
の
会
話

も
楽
し
み
の
一
つ
。
興
味
の
あ

る
人
は
、
岡
田
昭
夫
さ
ん
（
常

磐
）
☎
２５
│

８
６
４
８
、
横
山

貞
司
さ
ん
（
豊
田
）
☎
２７
│

６

１
８
６
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
健
康
な
体
と
充
実
し
た
心

の
両
方
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

こんにちは
平成１８年１２月生まれ

大 山 莉 玖

こんにちはこんにちは

ちゃん

は　　　るり　　　く

ゆう　　き

父 康剛さん　母 真季子さん

（瀬戸町三丁目）

いつも癒してくれる莉玖！

これからも元気一杯で、お

兄ちゃんたちに負けず、す

くすく育ってネ。

笑顔いっぱい！
元気でやさしい子に
なってね！

木 村 悠 琉ちゃん

佐 治 祐 希ちゃん

　満1歳の誕生月のお子さんを掲載して

います。応募締め切りは誕生月の前々月

の末日まで（例：２月号だと１２月２８日）

で、応募多数の場合は先着順になります。

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

父 隆志さん　母 弥生さん

（豊浜町和田浜）

父 正隆さん　母 奈保さん

（流岡町）

募集しています！！

い
つ
ま
で
も
現
役

三
野
マ
キ
ヱ
さ
ん
（
豊
浜
町
和
田
）

お兄ちゃんと仲良く
元気に育ってね。

　

三
野
さ
ん
は
、
大
正
５
年
生

ま
れ
の
９１
歳
。
今
で
も
現
役
、

た
ば
こ
屋
の
看
板
娘
で
す
。「
だ

れ
っ
ち
ゃ
せ
ん
き
ん
、
わ
た
し

が
す
る
ん
よ
」
と
、
無
縁
仏
や

六
地
蔵
さ
ん
の
掃
除
や
草
抜
き

を
何
十
年
も
続
け
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
近
所

の
道
や
空
き
地
な
ど
の
草
引
き

や
掃
除
も
し
て
い
る
そ
う
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。

　

「
真
っ
正
直
に
生
き
な
あ
か

ん
よ
。
因
果
応
報
。
悪
い
こ
と

は
絶
対
で
き
ん
」「
人
を
喜
ば
せ

る
こ
と
が
好
き
な
の
。
で
き
る

こ
と
を
し
て
あ
げ
て
、

見
返
り
は
考
え
な
い
。

自
分
の
気
持
ち
が
ス
ッ

と
す
る
の
が
、
自
分
自

身
の
ご
褒
美
に
な
る
の

よ
」
と　

常
に
正
直
に
、

他
人
の
た
め
に　

を
心

掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
ご
ろ
の
信
心
の
お
か

げ
で
、
健
康
で
い
る
こ

と
が
で
き
る
と
感
謝
の
心
を
忘

れ
ま
せ
ん
。

　

三
野
さ
ん
の
と
っ
て
お
き
の

元
気
の
秘
け
つ
は
、
毎
朝
飲
む

健
康
ド
リ
ン
ク
！
牛
乳
２
０
０

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
、
梅
酒
・
小

豆
・
玄
米
・
き
な
粉
・
う
こ
ん
・

卵
の
殻
・
十
薬
・
昆
布
な
ど
の

粉
末
を
溶
か
し
た
も
の
。
毎
日
、

欠
か
さ
ず
飲
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
出
来
合
い
の
も
の

は
添
加
物
が
入
っ
て
い
る
た
め

ほ
と
ん
ど
取
ら
ず
、
外
食
も
し

な
い
と
い
う
徹
底
ぶ
り
。
や
は

り
、
健
康
で
長
生
き
の
秘
け
つ

は
「
食
」
に
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

しょう　 た

祝１歳！！元気いっぱ
い。いつも笑顔でい
てね。

鶴 石 渉 太ちゃん

両親からの
メッセージ

父 哲也さん　母 多賀子さん

（吉岡町）

－配偶者暴力防止法の

　　　　　　改正について－

男女共同参画

豊
田
・
常
磐
ペ
タ
ン
ク
同
好
会

み

ん

な

の

輪

萩の丘公園に
大人用サッカーゴール設置

公 園 だ よ り

　萩の丘公園に、新しく大人用のサッカ

ーゴールが設置されました。

　サッカーは、四季を問わず一年を通し

て競技できるスポーツで、世界中のあら

ゆる地域でプレーされています。そのた

め、最も競技人口が多いといわれていま

す。サッカーの練習に、競技に、少年用

サッカーゴールと同様、気軽に利用して

ください。

　なお、グラウンドの使用には事前に申

し込みが必要です。

　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成

２０
年
１
月
１１
日
か
ら
変
わ
り
ま

す
。

　

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
市

町
村
に
対
す
る
基
本
計
画
策
定

の
努
力
義
務
等
を
定
め
た
、
配

偶
者
暴
力
防
止
法
の
一
部
改
正

法
が
、
平
成
１９
年
の
通
常
国
会

で
成
立
し
、
７
月
１１
日
に
公
布

さ
れ
ま
し
た
。

○
改
正
の
主
な
内
容

　

Ⅰ
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

　
　

１
生
命
又
は
身
体
に
対
す

　
　
　

る
脅
迫
を
受
け
た
被
害

　
　
　

者
に
係
る
保
護
命
令

　
　

２
電
話
等
を
禁
止
す
る
保

　
　
　

護
命
令

　
　

３
被
害
者
の
親
族
等
へ
の

　
　
　

接
近
禁
止
命
令

　

Ⅱ
市
町
村
基
本
計
画
の
策
定

　
　

の
努
力
義
務

　

Ⅲ
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

　
　

ン
タ
ー
に
関
す
る
改
正

　

Ⅳ
裁
判
所
か
ら
配
偶
者
暴
力

　
　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

　
　

保
護
命
令
発
令
の
通
知

　

詳
し
く
は
、
企
画
課
男
女
共

同
参
画
推
進
室
（
☎
２３
│

３
９

１
７
）
相
談
窓
口
は
、
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
内　

女
性
相
談
員

（
☎
２３
│

３
９
５
７
）
ま
で
。 

　

内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

開
設
し
て
い
ま
す
。

申し込み・問い合わせ先　
　　　　　　　萩の丘公園管理事務所
　　　　　　　　　　☎54－2801

”

“



　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
２
２

　

税
源
移
譲
に
よ
る
平
成
１９
年

度
市
・
県
民
税
（
平
成
１８
年
中

の
所
得
で
計
算
）
の
負
担
増
は
、

平
成
１９
年
分
所
得
税
で
調
整
さ

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
１９
年
の
収
入

が
激
減
し
、
平
成
１９
年
分
所
得

税
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
な
ど

で
調
整
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
に
平
成
１９

年
度
市
・
県
民
税
か
ら
、
税
源

移
譲
に
よ
る
増
額
分
を
減
額
す

る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

経
過
措
置
対
象
年
度

　

平
成
１９
年
度
市
・
県
民
税

対
象
者

　

次
の
①
と
②
の
条
件
を
両
方

と
も
満
た
す
人

条
件
①

　

平
成
１９
年
度
市
・
県
民
税
の

　

課
税
所
得
金
額
（
申
告
分
離

　

課
税
分
を
除
く
）
が
所
得
税

　

と
の
人
的
控
除
額
の
差
の
合

　

計
額
よ
り
も
大
き
い

条
件
②

　

平
成
２０
年
度
市
・
県
民
税
の

　

課
税
所
得
金
額
（
申
告
分
離

　

課
税
分
を
含
む
）
が
、
所
得

　

税
と
の
人
的
控
除
額
の
差
の

　

合
計
額
以
下

経
過
措
置
を
受
け
る
に
は

　

経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　

条
件
を
満
た
す
人
は
、
平
成

２０
年
７
月
１
日
か
ら
３１
日
ま
で

に
、
平
成
１９
年
度
個
人
住
民
税

を
課
税
し
た
市
区
町
村
（
平
成

１９
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
所

在
地
）
へ
「
平
成
１９
年
度
分
市

町
村
民
税
道
府
県
民
税
減
額
申

告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
源
移
譲
で
の
税
負
担
を
調

整
す
る
た
め
に
、
市
・
県
民
税

の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
年
度

　

平
成
２０
年
度
か
ら
平
成
28
年

度
ま
で
の
市
・
県
民
税

＊
平
成
１９
年
分
か
ら
平
成
２７
年
分
ま

　

で
の
所
得
税
と
対
応
。

対
象
者

　

平
成
１１
年
１
月
１
日
か
ら
平

成
１８
年
１２
月
３１
日
ま
で
に
入
居

し
、
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
て
い

る
人
で　

ま
た
は　

を
満
た
す

人条
件　

　

税
源
移
譲
に
伴
う
所
得
税
の

　

減
少
で
、
所
得
税
の
住
宅
借

　

入
金
等
特
別
控
除
（
可
能
）

　

額
が
所
得
税
よ
り
大
き
く
な

　

り
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

　

れ
な
い
住
宅
借
入
金
等
特
別

　

控
除
額
が
あ
る
人

条
件

　

所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特

　

別
控
除
（
可
能
）
額
が
、
所

　

得
税
よ
り
大
き
く
、
税
源
移

　

譲
前
で
も
控
除
し
き
れ
な
か

　

っ
た
が
、
税
源
移
譲
で
控
除

　

し
き
れ
な
い
額
が
大
き
く
な

　

っ
た
人

経
過
措
置
を
受
け
る
に
は

　

市
・
県
民
税
の
住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控
除
の
適
用
を
受

け
る
た
め
に
は
、
毎
年
申
請
が

必
要
で
す
。

　

平
成
１９
年
分
の
所
得
税
で
対

象
者
の
条
件
を
満
た
す
人
は
、

平
成
２０
年
３
月
１７
日
ま
で
に
平

成
２０
年
１
月
１
日
現
在
住
所
所

在
地
の
市
区
町
村
へ
「
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
提
出
方
法
）

○
収
入
が
給
与
収
入
だ
け
で
、

　

確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提

　

出
し
な
い
人 

↓ 

源
泉
徴

　

収
票
を
添
付
し
て
市
区
町
村

　

へ
○
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提

　

出
す
る
人 

↓ 

所
得
税
の

　

確
定
申
告
書
と
と
も
に
税
務

　

署
へ

*
税
務
署
を
通
じ
て
市
区
町
村
へ
提

　

出
さ
れ
ま
す
。

税
源
移
譲

　
年
度
間
所
得
変
動

　
　
　
で
の
経
過
措
置

住
宅
借
入
金
等

　
　
　
特
別
税
額
控
除

税

も
と
も
と
、
所
得

税
か
ら
控
除
で
き

な
か
っ
た
部
分

市
・
県
民
税
で
控

除
に
な
る
部
分

所
得
税
の
住
民
借
入
金
等

特
別
控
除
（
可
能
）
額

所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
（
可
能
）
額

所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
（
可
能
）
額

税
源
移
譲
後
の
税
率
で
算
出
し
た

所
得
税
額

税
源
移
譲
前
の
税
率
で
算
出
し
た

所
得
税
額

所得税から全額控除しているの

で対象者になりません。

上記の　に

該当します。

上記の　に

該当します。

ア イ

ア
アイ

イ

　市役所や図書館などの業務は、

年末年始の間、下の表のとおり

休みます。年末になると、窓口

が大変混雑しますので、用事の

ある人は早めに済ませてくださ

い。

＊野犬の引き取りは、１２月２８日（金）から１月３日（木）まで休みます。（県西讃保健福祉事務所 ☎２５－４３８３）

＊そのほかの施設については、各施設へ早めに問い合わせてください。

問い合わせ先窓口など 注　　意月 月
（火）

12 1
25

23　3900

29　2111

54　5700

52　1200

25　2698

54　5700

52　1200

25　2698

54　5700

52　1200

（水）26 （木）27 （金）28 （土）29 （日）30 （月）31 （祝）1 （水）2 （木）3 （金）4 （土）5

25　2698

25　2698

29　2111

54　5700

52　1200

23　1438

54　2068

52　2458

23　3960

54　5715

52　1206

本　　庁

伊吹支所

大野原支所

豊浜支所

観音寺地域

大野原地域

豊浜地域

観音寺地域

大野原地域

豊浜地域

三 本 松

伊 吹

大 野 原

豊 浜

観音寺地域

大野原地域

豊浜地域

持 ち 込 み ご み

観
音
寺
市
の
り
あ
い
バ
ス

中 央 図 書 館

大 野 原 図 書 館

豊 浜 図 書 館

萩 の 湯

伊 吹 線

市 内 循 環 線
五 郷 高 室 線
箕 浦 豊 田 線

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

収
　
　
集

火
　
　
葬
　
　
場

し
尿
く
み
取
り

市

役

所

可燃
ごみ

不燃
ごみ

× × × × × ×

× × × × × ×

× × × × × ×

× × × × × ×

× × × × × ×

× × × × × ×

× × × × × ×

××× × × ×

××× × × ×

×× × × ××× × ×

×

× ×

×

×

×

×

×

×

×

×× × × ×

× × ×

× ×

×

×

× ×

×

×××× × ×

×××× × ×

×××× × ×

×××× × ×

×××× × × ×

××××

×

×

×

× ×

×××× × ×

×××× × ×

×××

×× × × × × ×

出生・死亡・婚姻などの

届け出は、休み期間中で

も受け付けます。

１月は、４日から各地区

のごみ収集日程で収集を

開始します。ごみは、指

定された収集日と場所に

当日の午前８時までに出

してください。（前日搬出

不可）

協力をお願いします。

火葬場によって、使用料

が異なりますので注意し

てください。原則として、

旧地域の使用をお願いし

ます。

年内のし尿くみ取りは、

必ず１２月７日（金）までに

申し込んでください。

１２月は２１日（金）まで、1月は
１５日（火）から。　受付時間は
午前１０時から午後２時まで。
（土・日、祝日は休み）

－

年末年始の窓口案内

1617

54　5555－

－23　3924

税
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福
祉
年
金
に
つ
い
て

平
成
２０
年
度

　
保
育
所
入
所
児
募
集
！

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

電
子
証
明
書
（
公
的
個
人
認
証
）

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

住
宅
地
な
ど
の
農
薬
使
用

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

ふ
る
さ
と
再
発
見
新
春
歴
史
散
歩

　
　
粟
井
藤
目
城
跡
周
辺
め
ぐ
り

種

時所内持申

問

料

持

時

持

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

　

左
表
に
該
当
す
る
人
は
、
福

祉
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。
な

お
、
受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

（
注
意
１
）
心
身
障
害
者
（
児
）
年
金
、

　

精
神
障
害
者
年
金
受
給
者
は
、
一

　

度
申
請
す
れ
ば
、
変
更
が
な
い
限

　

り
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
注
意
２
）
難
病
者
年
金
受
給
者
は
、

　

毎
年
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

　

が
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
都

　

度
年
金
継
続
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

支
給
月
は
３
月

　

手
帳
・
印
鑑
・
預
金
通
帳
（
該

　

当
者
名
義
の
も
の
で
、
郵
便

　

局
以
外
）

　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
３

　

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
２

　
　
　
　
　

（
遺
児
年
金
の
み
）

　

大
野
原
支
所
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　

☎
５４
―

５
７
０
６

　

豊
浜
支
所
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　

☎
５２
―

１
２
０
４

　

農
林
水
産
課
農
林
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
１

　

住
宅
地
な
ど
で
農
薬
を
使
用

す
る
と
き
は
、
農
薬
飛
散
防
止

に
必
要
な
措
置
を
と
り
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
は
、
家
庭
菜
園
も
含

め
て
、
す
べ
て
の
農
薬
使
用
者

に
関
係
す
る
こ
と
で
す
。

　

農
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、

関
係
法
令
は
も
と
よ
り
、
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
農
薬
使
用
量
を
減
ら
す
努
力

　

を
し
ま
し
ょ
う
。

○
農
薬
は
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ

　

た
内
容
に
従
っ
て
使
用
し
ま

　

し
ょ
う
。

○
農
薬
の
飛
散
防
止
に
最
大
限

　

の
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
農
薬
の
使
用
履
歴
を
記
録
し

　

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

○
残
っ
た
農
薬
や
容
器
は
適
切

　

な
処
分
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

農
薬
に
関
す
る
情
報
は
、
次

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
見
て
く
だ
さ
い
。

　

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の

よ
う
に
公
的
な
身
分
証
明
書
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

・
本
人
が
官
公
署
発
行
の
顔
写

　

真
付
き
身
分
証
明
書
を
持
参

　

し
た
場
合
は
、
申
請
し
た
日

　

に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

　

渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
本
庁
の
み
）

・
運
転
免
許
証
な
ど
が
な
い
場

　

合
は
、
受
付
後
、
自
宅
へ
照

　

会
書
を
郵
送
し
ま
す
。
窓
口

　

で
そ
の
照
会
書
と
引
き
換
え

　

に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

　

渡
し
ま
す
。

・
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
、
原

　

則
本
人
で
す
。

　

顔
写
真
「
有
・
無
」
の
２
種
類

・
手
数
料
５
０
０
円
（
交
付
時

　

に
必
要
）

・
認
印

・
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き

　

の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

　

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

・
顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
希
望

　

す
る
と
き
は
、
６
カ
月
以
内

　

に
撮
影
し
た
写
真
（
無
帽
、

　

正
面
、
無
背
景
、
縦
４
・
５

　

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
３
・

　

５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　
　

市
民
課

☎
２３
―

３
９
２
４

　

大
野
原
支
所
庶
務
課
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
５４
―

５
７
０
４

　

豊
浜
支
所
庶
務
課
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
５２
―

１
２
０
３

　

１
月
２０
日
（
日
）
／
午
前
９
時

　

〜
正
午　

＊
小
雨
決
行

　

粟
井
公
民
館
集
合

　

徒
歩
３
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　

粟
井
公
民
館
〜
粟
井
川
〜
粟

　

井
神
社
〜
藤
目
城
跡
〜
山
頂

　

ミ
ニ
四
国
巡
拝
〜
岩
鍋
池
〜

　

別
所
分
木
〜
遍
路
道
〜
徳
賢

　

寺
〜
粟
井
公
民
館

　

無
料

　
　

商
工
観
光
課
内

　

（
社
）
観
音
寺
市
観
光
協
会

　
　
　
　

　

☎
２３
―

３
９
３
３

　

子
育
て
支
援
課
保
育
所
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
２

申
込
用
紙

　

１２
月
３
日
（
月
）
か
ら
子
育
て

支
援
課
お
よ
び
各
保
育
所
で
渡

し
ま
す
。

＊
継
続
児
は
各
保
育
所

受
付
期
間

　

１２
月
３
日
（
月
）
〜
２１
日
（
金
）

＊
締
め
切
り
前
は
混
雑
す
る
の
で
、

　

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

保
護
者
が
共
に
仕
事
や
病
気

で
、
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
児

童
。
入
所
の
必
要
度
の
高
い
児

童
か
ら
順
次
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
先

　

新
規
の
申
し
込
み
は
、
子
育

て
支
援
課
か
各
保
育
所
へ
。
継

続
児
は
各
保
育
所
へ
。

　

な
お
、
現
在
入
所
待
ち
の
状

態
で
、
引
き
続
き
入
所
を
希
望

す
る
人
も
改
め
て
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

　

健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
２
７

　

平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
、

現
行
の
老
人
保
健
制
度
に
代
わ

り
、
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
75
歳
以

上
の
人
は
、
現
在
加
入
し
て
い

る
国
保
、
被
用
者
資
格
を
喪
失

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
に
な
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
保

険
料
を
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
人
も
新
た
に
負
担
が
必
要
で

す
。

＊
被
扶
養
者
や
所
得
の
低
い
人
は
軽

　

減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
６５
歳
以
上
７５
歳
未

満
の
人
の
う
ち
、
一
定
の
障
害

で
認
定
を
受
け
て
老
人
医
療
受

給
者
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
制

度
開
始
前
に
前
も
っ
て
認
定
の

申
請
を
取
り
下
げ
る
こ
と
で
、

制
度
開
始
当
初
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
の
対
象
に
な

ら
な
い
こ
と
も
可
能
で
す
。

＊
対
象
者
に
は
別
途
知
ら
せ
ま
す
。

　

制
度
開
始
当
初
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
に
な
ら
な

い
こ
と
を
希
望
す
る
人
は
、
健

康
増
進
課
医
療
係
に
認
定
申
請

を
取
り
下
げ
る
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
該
当
者
に
は
、
お
知
ら
せ
送
付
済
。

　

な
お
、
認
定
申
請
は
、
い
つ

で
も
将
来
に
向
か
っ
て
取
り
下

げ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

電
子
証
明
書
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
国
や
地
方
の

行
政
機
関
が
行
う
電
子
申
請
・

届
出
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
電
子
証
明
書
の
発

行
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
が
必
要
で
、
申
請
で
き
る
の

は
本
人
だ
け
で
す
。

　

手
数
料
５
０
０
円
／
認
印
／

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
／
官

　

公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
の

　

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、

　

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
電

子
証
明
書
交
付
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
待
ち
時
間
が

長
く
な
っ
た
り
、
後
日
渡
し
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
　

市
民
課 

☎
２３
―

３
９
２
４

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

申

問

問

申

問

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

保　育　所　名 所在地

保 育 所 一 覧

12月3日（月）から受付開始

福 祉 年 金 一 覧

定　員 対　象

１２０人

１２０人

６０人

４５人

１２０人

９０人

１２０人

１２０人

９０人

９０人

１２０人

０歳～

１歳～

２歳～

１歳～

０歳～

０歳～

０歳～

０歳～

０歳～

０歳～

０歳～

天神町

粟井町

伊吹町

大野原町

豊浜町

本大町

柞田町

高屋町

木之郷町

植田町

年　金　の　種　類 備　　　考年金額（円）

精神障害者年金

療育手帳　Ａ　Ａ　Ｂ

　　〃　　Ｂ

療育手帳　Ａ　Ａ　Ｂ

　　〃　　Ｂ

難病者年金

遺児年金

＊1年以上市内に住み、３月１日現在市内に住所がある人が対象

特定疾患医療受給者証

心
身
障
害
者
年
金

心
身
障
害
児
年
金

申

問

注
意
し
て
く
だ
さ
い
!!

☆観音寺市のりあいバス☆

１２月１日（土）から

毎日の交通手段として利用してください！

時刻が変わります

東保育所

西保育所

粟井保育所

伊吹保育所

大野原保育所

豊浜保育所

観音寺ふたば保育園

柞田保育所

高室保育園

愛和保育園

観音寺中部保育園

観音寺町（南）



　

企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
７

　

１２
月
３１
日
現
在
で
、
平
成
１９

年
工
業
統
計
調
査
を
し
ま
す
。

　

１２
月
下
旬
か
ら
平
成
２０
年
１

月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
か
ら
調

査
項
目
の
一
部
が
改
正
さ
れ
て

い
ま
す
。
記
入
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
2
2

　

給
与
所
得
者
の
市
・
県
民
税

は
、
地
方
税
法
第
３
２
１
条
の

４
の
規
定
で
、
給
与
支
払
者
が

給
与
か
ら
天
引
き
し
、
給
与
所

得
者
に
代
わ
っ
て
市
に
納
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
特

別
徴
収
）

　

特
別
徴
収
に
よ
る
納
税
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

人
、
ま
た
は
市
内
の
小
・
中

　

学
校
に
在
籍
し
た
こ
と
が
あ

　

る
人

＊
案
内
状
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

　

の
み
の
送
付
に
な
り
ま
す
が
、
右

　

記
に
該
当
す
る
人
は
出
席
で
き
ま

　

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

　

ー
ジ
・
記
念
式
典
・
記
念
撮

　

影

　

生
涯
学
習
課
☎
２３
―

３
９
４
３

　

２
日

　

観
音
寺
南
小
学
校

　

一
ノ
谷
小
学
校

　

粟
井
小
学
校

　

９
日

　

常
磐
小
学
校

　

豊
田
小
学
校

　

１６
日

　

大
野
原
中
学
校
（
大
野
原
会
館

　

へ
）

20

平
成
２０
年
 成
人
式

給
与
所
得
者
の
市
・
県
民
税

を
特
別
徴
収
で
納
税

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん

統
計
調
査
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

時

所 時所 時 所 時 問 内

所対

おめでとうございます おめでとうございます

合田英一さん 優良PTA文部科学大臣表彰

柞 田 小 学 校

法務大臣表彰

（任期：平成4年12月～）

人権擁護委員

学校体育研究優良校

　

平
成
２０
年
１
月
１３
日
（
日
）

　

受
付
：
午
後
零
時
３０
分
〜

　

式
典
：
午
後
１
時
〜

　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

昭
和
６２
年
４
月
２
日
か
ら
昭

　

和
６３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で

　

市
に
住
所
か
帰
省
先
の
あ
る

21

く ら し の 生 き 生 き 情 報 市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間

主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間

主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

コ
ー
ナ
ー 健
康

お
知
ら
せ

* 大会当日、総合運動公園周辺道路は交通

　 規制されます。ご協力ください。

日 行　　　事

厚生労働大臣表彰受賞

おめでとうございます

愛育事業功労者

　　　市愛育会会長　中西久美子さん

栄養改善事業功労者

　市食生活改善推進協議会会長

　　　　　　　　　　鰆目　慶子さん

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
要
注
意
！

日
曜
保
育

自
衛
官
募
集

平
成
１９
年
度
三
観
広
域

　
　行
政
組
合
職
員
募
集

時

問

受料対

対

受問

数受申

問

対受一
次
試
験

一
次
試
験

申
込
書
配
布

勤
務
地

申

内時内時内

元
気
な
う
ち
か
ら
始
め
よ
う
　
介
護
予
防

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２３
│

３
９
６
８　

口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う

●
毎
食
後
、
歯
磨
き
を
し
ま

　

し
ょ
う
。

●
し
っ
か
り
か
ん
で
食
べ
ま

　

し
ょ
う
。

●
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持

　

ち
、
定
期
的
に
歯
科
健
診

　

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

歯
ブ
ラ
シ
は
小
さ
め
で
軟
ら
か

い
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

フ
ッ
素
入
り
の
歯
磨
き
剤
を
利

用
す
れ
ば
、
む
し
歯
の
発
生
や

進
行
を
予
防
で
き
ま
す
。

歯ブラシで
ほおの内側
の筋肉をマ
ッサージし
ましょう。

歯みがきの
ついでに

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

今
月
の
テ
ー
マ
／
胃
腸
疾
患

①
健
康
学
習

　

１２
月
７
日
（
金
）
／
午
後
２
時
〜

　

胃
腸
を
大
切
に

②
調
理
実
習

　

１２
月
２１
日
（
金
）
／
午
前
１０
時

　

30
分
〜

　

消
化
の
良
い
メ
ニ
ュ
ー

腎
臓
病
教
室

　

１２
月
２０
日
（
木
）
／
午
後
３
時

　

３０
分
〜

　

腎
臓
の
働
き
に
つ
い
て
／
腎

　

臓
病
に
使
わ
れ
る
お
薬
に
つ

　

い
て
／
社
会
福
祉
制
度
に
つ

　

い
て

＊
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要
。

　
　

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
５２
│

３
３
６
６

　

高
齢
者
や
乳
幼
児
は
特
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
？

　

高
熱
（
３８
〜
４０
度
）
や
頭
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
特

徴
で
、
せ
き
や
鼻
水
と
い
っ
た

風
邪
の
よ
う
な
症
状
も
伴
い
ま

す
。

予
防
法
は
？

　

手
洗
い
、
う
が
い
が
第
一
。

加
湿
器
で
部
屋
の
湿
度
を
適
度

に
保
っ
た
り
、
予
防
接
種
を
受

け
た
り
す
る
の
も
有
効
で
す
。

　

１
週
間
前
ま
で

　

３
歳
未
満

　
　

３
、
０
０
０
円
／
日

　

３
歳
以
上

　
　

２
、
０
０
０
円
／
日

自
衛
隊
生
徒

　

中
卒
（
見
込
含
）
１７
歳
未
満

　

の
男
子

　

平
成
２０
年
１
月
８
日
（
火
）

　

ま
で

　
　
　
　

　

平
成
２０
年
１
月
１２
日
（
土
）

２
等
陸
・
海
・
空
士

　

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
子

　

随
時

　

自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
２５
―

６
１
２
２

看
護
職
員

　

看
護
師
の
免
許
を
有
す
る
人
、

　

ま
た
は
平
成
２０
年
３
月
３１
日

　

ま
で
に
免
許
を
取
得
す
る
見

　

込
み
の
人

　

２
人
程
度

　

１２
月
３
日
（
月
）
〜
平
成
２０
年

　

１
月
１６
日
（
水
）

＊
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

　

３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
ま
で　

　
　
　
　

　

平
成
２０
年
１
月
２７
日
（
日
）

　　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
七
宝
荘
」

　

ま
た
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

　

ム
「
と
が
み
園
」

　
　
　
　

　

１２
月
３
日
（
月
）
午
前
８
時
３０

分
か
ら
三
観
広
域
行
政
組
合
事

務
局
総
務
課
で
配
布
。

*
詳
し
く
は
、
11
月
下
旬
の
採
用
試

　

験
公
告
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　
　

三
観
広
域
行
政
組
合
事
務

　

局
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
２５
―

３
２
０
４

スポーツ情報スポーツ情報

廃
品
回
収
予
定

　

し
っ
か
り
か
ん
で
、
食
事
を

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
は
と
て

も
楽
し
い
こ
と
で
す
。
口
を
開

け
、
会
話
を
楽
し
み
、
声
を
出

し
て
笑
う
と
心
も
体
も
さ
わ
や

か
に
な
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
口
の
健
康
が
保
た

れ
て
い
な
い
と
、
食
べ
る
楽
し

み
や
人
と
の
交
流
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
栄
養
状
態
が
悪
く

な
っ
た
り
し
て
、
元
気
に
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
は

脳
を
刺
激
し
て
認
知
症
の
予
防

に
な
り
、
口
の
手
入
れ
は
歯
の

病
気
や
口
臭
を
防
ぎ
ま
す
。
ま

た
、
舌
や
ほ
お
な
ど
の
筋
肉
を

鍛
え
る
と
、
飲
み
込
む
力
を
高

め
、
誤
嚥
性
肺
炎
も
防
げ
ま
す
。

　

毎
食
よ
く
か
ん
で
食
べ
、
そ

の
後
に
、
口
の
手
入
れ
を
す
る

こ
と
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

口
の
機
能
を
高
め
よ
う

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●
毎
食
後
、
歯
を
磨
き
、
口
の

　

中
を
清
潔
に
保
つ
。

●
歯
を
磨
け
な
い
と
き
は
、
う

　

が
い
な
ど
で
食
べ
残
し
が
な

　

い
よ
う
に
す
る
。

・・



　

上
映
後
、
裁
判
員
制
度
に
つ

い
て
裁
判
官
に
よ
る
解
説
、
疑

問
や
不
安
に
回
答
す
る
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
ま
す
。

　

１２
月
９
日
（
日
）
／
午
後
１
時

　

〜
午
後
４
時

　

働
く
婦
人
の
家

　

映
画
「
裁
判
員
―
選
ば
れ
、

　

そ
し
て
見
え
て
き
た
も
の
―
」

　

解
説
・
質
問
コ
ー
ナ
ー

　

３０
人

　

①
１２
月
９
日
参
加
の
旨
②
氏

　

名
③
住
所
を
記
載
し
、
は
が

　

き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

　

み
。
後
日
、
入
場
整
理
券
を

　

送
付
し
ま
す
。

は
が
き

　

〒
７
６
０
―

８
５
８
６

（
住
所
記
載
不
要
）

　

高
松
地
方
裁
判
所

　
　

「
映
画
上
映
会
」
係
あ
て

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
８
７
―

８
５
１
―

０
４
３
３

　

２４
時
間
受
け
付
け
／
標
題
に

　

「
映
画
上
映
会
」
係
あ
て
と

　

記
入

　

高
松
地
方
裁
判
所
総
務
課

　

☎
０
８
７
―

８
５
１
―

２
１
９
１

＊
土
･
日
、
祝
日
を

　

除
く
午
前
８
時
３０

　

分
〜
午
後
５
時
１５

　

分
ま
で

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
で
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。

　

12
月
１５
日
（
土
）
〜
平
成
２０
年

　

２
月
２９
日
（
金
）

　

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
―

８
３
７
―

９
８
７
７

　

犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
と
誤

っ
て
人
を
か
ん
で
け
が
を
負
わ

せ
て
し
ま
っ
た
り
、
交
通
事
故

の
原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

飼
う
こ
と
の
で
き
な
い
犬
が
生

ま
れ
て
く
る
恐
れ
も
あ
り
、
放

し
飼
い
は
「
香
川
県
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」

で
、
禁
じ
て
い
ま
す
。
犬
を
ひ

も
な
ど
に
つ
な
い
で
飼
い
、
散

歩
の
と
き
も
ひ
も
を
離
さ
ず
、

他
人
に
恐
怖
感
を
与
え
な
い
よ

う
に
十
分
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課
環

　
　
 
 
　

☎
２５
―

２
６
９
８

　

四
国
の
ド
真
ん
中
に
わ
き
出

し
た
泉
質
抜
群
の
名
湯
「
霧
の

森
温
泉
」
は
手
軽
に
楽
し
め
る

立
ち
寄
り
湯
で
す
。

　

家
族
や
近
所
の
皆
さ
ん
と
天

然
温
泉
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

入
浴
時
間

　

午
前
１０
時
〜
午
後
９
時
（
札

　

止
め
午
後
８
時
３０
分
）

　

霧
の
森　

交
遊
〜
館

　

四
国
中
央
市
新
宮
町
馬
立

　
　
　
　
　
　

４
４
９
１
―

１

　

☎
０
８
９
６
―

７
２
―

３
１
１
１

く ら し の 生 き 生 き 情 報

時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問

時

受問

問

問

所内数申問

＝問合先

相談あれこれ

2223

消
防
だ
よ
り

図書館だよりLibrary News

火
災
・
救
急
件
数

相談あれこれ相談あれこれ
※相談日は、都合により変更することがあります

高橋　英雄 

濱田フサミ 

業天　文喜 

藤井　直輝 

高橋　　薫

三谷　秀明

宮武　敬二

大西　文雄

山川　進一

瀬戸町二丁目

伊吹町

新田町

柞田町

流岡町

室本町

中田井町

柞田町

坂本町七丁目

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

荻田　義博

山崎　真一

石川　　浩

茨木　良忠

土田　敏行

安藤ヒサエ＝新田町

（有）多田組

高屋町

観音寺町

大野原町大野原

大野原町丸井

豊浜町和田浜

＝

＝

＝

＝

＝

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

中央図書館行事予定

新

絵てがみ年賀状　子年編

アン・グットマン/ぶん
ゲオルグ・ハレンスレーベン/え

ブロンズ新社

増田美恵子／監修
エム・ピー・シー

★おはなし会

★つぼみ愛書会１２月例会

★図書館講座（古典を読む会「徒然草」＋日本語講座）

★市内小・中学生読書感想文発表会

は蔵書点検のための休館

大野原図書館行事予定

豊浜図書館行事予定

★工作教室　　　　　　　　　 １日（土）　午後１時３０分～午後２時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（牛乳パックで羽子板を作って遊ぼう！）
★おはなし会　　　　　　　　 １５日（土）　午後１時３０分～午後２時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（紙芝居「サンタさんはおおいそがし」ほか）

裁
判
員
制
度

　
　
　
　

映
画
上
映
会

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か

霧
の
森
　
交
遊
〜
館

年
末
年
始
２９
日（
土
）
〜
１
月
３

日
（
木
）
休
ま
ず
営
業
！

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま

し
ょ
う

火　

災

救　

急

香典返し

一般寄付

刊

　１日（土）　午後１時３０分～午後２時１０分�
２２日（土）　午後１時３０分～午後２時１０分
１４日（金）　午後１時３０分～
沢木耕太郎著　深夜特急　４ （新潮文庫）

２２日（土）　午前９時５０分～午前１１時２０分

２２日（土）　午前１０時～　多目的ホール

★おはなし会

★古典文学講座

　８日（土）　午後２時～午後３時３０分

１５日（土）　午前９時３０分～午前１１時３０分

休館日　中央図書館 3・10・17・18・19・25日

大野原図書館

年末年始のため12月29日（土）から1月3日（木）まで休館します

3・10・11・12・17・23・24・25日

豊浜図書館 3・ 4・ 5・10・17・23・24・25日

初
期
消
火
の
重
要
性

　

火
が
小
さ
い
う
ち
に
消
火
活

動
を
す
れ
ば
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
初
期
消
火
こ
そ
「
落
ち
着

い
て
行
動
」
し
ま
し
ょ
う
。

火
元
別
初
期
消
火
の
コ
ツ

油
な
べ

　

慌
て
て
水
を
掛
け
る
の
は
厳

　

禁
。
消
火
器
で
消
す
の
が
原

　

則
で
す
が
、
直
接
火
元
に
噴

　

射
す
る
と
高
温
の
油
が
飛
散

　

し
危
険
で
す
。
薬
剤
を
壁
な

　

ど
に
当
て
、
鍋
の
上
に
雪
が

　

降
り
積
も
る
よ
う
な
イ
メ
ー

　

ジ
で
消
火
し
ま
す
。

カ
ー
テ
ン
・
ふ
す
ま
・
障
子

　

天
井
に
燃
え
移
ら
な
い
よ
う

　

に
す
る
こ
と
が
大
切
。
引
き

　

ち
ぎ
っ
た
り
、
け
り
倒
し
た

　

り
し
て
火
を
天
井
か
ら
遠
ざ

　

け
て
消
火
し
ま
す
。

電
気
製
品

　

水
を
掛
け
る
と
感
電
す
る
恐

　

れ
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
グ
を

　

抜
き
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と

　

し
て
か
ら
消
火
し
ま
す
。

　

初
期
消
火
に
失
敗
し
た
ら
す

ぐ
に
避
難
し
、
一
度
逃
げ
出
し

た
ら
再
び
中
に
は
戻
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
万
が
一
、
逃
げ
遅

れ
た
人
が
い
る
場
合
は
、
消
防

隊
到
着
後
、
す
ぐ
に
知
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

12月の納税

今月の人口

人　口

男

女

世帯数

リサとサンタクロース

南
消
防
署　

☎
２４
│

２
１
１
９

あたたかい心ありがとうございます

社会福祉法人 観音寺市社会福祉協議会

平
成
２０
年
度
４
月
入
学
生
募
集
！


